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[P2-1] Windows を用いた PC Cluster 上における並列多倍長数値計算ライブラリ

MPIBNCpack の性能評価 

幸谷智紀 

静岡理工科大学 
PIBNCpack とは？ 
k - IEEE754 倍精度/GMP or MPFR を用いた多倍長数値計

ラリ              ↓ 

pack - MPI を用いて BNCpack の一部を並列化したもの 

のベンチマークテストは全て cs-pccluster2(Pentium IV 

 GbE, 10nodes)上で行ったものである。 

tPIPE[3]によるベンチマークテスト 
Linux 2.6r4 より Windows XP Pro の方が TCP 通信性能が向

に伴い， MPICH 性能も向上している。 
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indows 版 GMP/MPFR の性能評価 
4.1.3(+MPFR 2.0.3)を Windows 環境へ移植するためのソース

]を GMP 4.1.4 に適用してベンチマークを行った(乗算(上), 

))。 
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PIBNCpack の性能評価 

法を用いた数値積分 
er のテスト問題にある 

0.6)dx-1000(xcosh+

0.4)-100(xcosh+0.2)-10(xcosh
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onic 数列を用いた補外[7]を適用し，10 進 50 桁で計算。 
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4.2 Krylov 部分空間法 
 積型解法(BiCG, CGS, BiCGSTAB, GPBiCG)を 150x150 次元の

Toeplitz 行列(γ=1.7)に適用し，10 進 1000 桁で計算(Vine Linux(上), 

Windows(下))。 
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